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い
て

９
月
22
日

【
行
政
報
告
】

▼
外
環
整
備
に
伴
う
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会

（
令
和
４
年
度
第
１
回
）
書
面

開
催
に
つ
い
て

▼
外
環
事
業
に
係
る
取
組
み
状

況
に
つ
い
て

９
月
22
日

▼
議
会
閉
会
中
継
続
審
査
申
出

に
つ
い
て

９
月
26
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
（
案
）
に
つ
い
て

▼
「
子
ど
も
の
森
」
基
本
プ
ラ

ン
（
案
）　

三
鷹
駅
南
口
中
央

通
り
東
地
区
再
開
発
事
業
に
つ

い
て

９
月
26
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
国
立
天
文
台
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
説
明
会
」
の

開
催
結
果
に
つ
い
て

▼
自
然
環
境
調
査
の
実
施
と
土

地
利
用
基
本
構
想
策
定
に
向
け

た
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

９
月
12
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
高
校
生
等
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

 

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
公
立
の
保
育
園
・
学
童
保
育

所
の
あ
り
方
の
検
討
状
況
に
つ

い
て

▼
三
鷹
市
災
害
時
避
難
行
動
要

支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
（
仮

称
）
の
策
定
に
つ
い
て

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
対
応
の
検
証
に
つ
い

て▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

９
月
30
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

８
月
５
日

【
行
政
報
告
】

▼
用
途
地
域
等
の
一
括
変
更
の

考
え
方
に
つ
い
て

▼
三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
に
係

る
都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て

▼
三
鷹
台
・
大
沢
地
区
の
実
証

運
行
に
お
け
る
地
域
連
携
に
つ

い
て

９
月
13
日

【
行
政
報
告
】

▼
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
土
地

利
用
構
想
（
案
）
に
つ
い
て

▼
三
鷹
む
ら
さ
き
商
品
券
事
業

に
つ
い
て
（
経
過
報
告
）

▼
三
鷹
台
・
大
沢
地
区
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
交
通
実
証
運
行
に
つ

８
月
10
日

【
行
政
報
告
】

▼
令
和
４
年
度
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

の
点
検
及
び
評
価
（
令
和
３
年

度
分
）
報
告
書
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
指
定
有
形
文
化
財
の

指
定
に
つ
い
て

９
月
14
日

【
行
政
報
告
】

▼
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
土
地

利
用
構
想
（
案
）
に
つ
い
て

▼
吉
村
昭
書
斎
（
仮
称
）
の
管

理
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て

▼
三
鷹
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

美
術
館
の
令
和
４
年
度
開
館
時

間
の
変
更
に
つ
い
て

▼
通
学
路
に
お
け
る
合
同
点
検

の
対
応
状
況
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
に
お

け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
調
査
結

果
に
つ
い
て

８
月
４
日

【
行
政
報
告
】

▼
高
校
生
等
に
対
す
る
医
療
費

助
成
事
業
に
つ
い
て

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
基
本
方

針
策
定
に
向
け
た
議
論
の
た
め

の
論
点
整
理
に
つ
い
て

▼
井
の
頭
東
部
地
区
公
会
堂
へ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス

テ
ム
及
び
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の

試
行
導
入
に
つ
い
て

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

▼
旧
ど
ん
ぐ
り
山
施
設
大
規
模

改
修
工
事
に
つ
い
て

▼
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
に

つ
い
て

８
月
４
日

【
行
政
報
告
】

▼
戦
争
体
験
談
動
画
の
作
成
に

つ
い
て

▼
人
権
基
本
条
例
（
仮
称
）
に

つ
い
て

▼
「
名
誉
市
民
安
田
養
次
郎
元

三
鷹
市
長　

お
別
れ
の
会
」
の

開
催
に
つ
い
て

▼
市
民
参
加
で
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
つ
い
て

▼
防
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
設
立
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

９
月
９
日
、
12
日

【
議
案
】

▼
令
和
４
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

▼
令
和
４
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

▼
旧
ど
ん
ぐ
り
山
施
設
大
規
模

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

 

＝
以
上
４
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
み
た
か
太
陽
系
ウ
ォ
ー
ク
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催
に
つ
い

て▼
「
三
鷹
市
個
人
情
報
保
護
条

例
及
び
関
連
条
例
の
改
正
・
廃

止
等
に
関
す
る
骨
子
（
案
）
」

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
に
つ
い
て

▼
公
用
車
の
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
対
応
の
運
用
見
直
し
に
つ

い
て

９
月
30
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

　
『
令
和
３
年
度
の
本
市
の
予

算
執
行
は
、
一
般
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
806
億
500
万
円
余
、
前

年
度
比
117
億
５
千
800
万
円
余
、

12
・
７
％
の
減
、
ま
た
歳
出
決

算
額
は
784
億
200
万
円
余
、
前
年

度
比
110
億
３
千
万
円
余
、
12
・

３
％
の
減
と
な
り
、
予
算
に
対

す
る
収
入
率
は
９5
・
３
％
、
執

行
率
は
９2
・
７
％
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
歳
入
歳
出
の
差
引
き
額

は
22
億
200
万
円
余
で
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
財
源
額
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
、
21
億
８
千
500

万
円
余
と
な
っ
た
。
一
方
、
全

会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額
は

１
千
172
億
４
千
900
万
円
余
で
、

前
年
度
比
106
億
７
千
300
万
円

余
、
８
・
３
％
の
減
、
歳
出
決

算
額
は
１
千
146
億
５
千
700
万
円

余
、
前
年
度
比
100
億
円
余
、

８
・
０
％
の
減
で
あ
り
、
予

算
に
対
す
る
収
入
率
は
９6
・ 

０
％
、
執
行
率
は
９3
・
９
％
と

な
る
中
で
の
執
行
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
と
支
援
の
継
続
、「
第
４

次
三
鷹
市
基
本
計
画
（
第
２
次

改
定
）」
に
基
づ
く
施
策
の
推

進
、
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営

の
推
進
の
３
点
を
市
政
運
営
の

基
本
的
な
考
え
方
に
据
え
、
人

権
基
本
条
例（
仮
称
）の
制
定
に

向
け
た
取
組
、
市
内
産
農
産
物

の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
組
、

み
た
か
バ
ス
ネ
ッ
ト
の
抜
本
的

な
見
直
し
、「
受
動
喫
煙
防
止

条
例
」
の
施
行
に
あ
わ
せ
た
喫

煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
等
の
取
組
、

地
域
で
共
生
す
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
の
推
進
、
時
代

に
即
し
た
子
育
て
支
援
に
向
け

た
情
報
発
信
・
相
談
体
制
の
強

化
、
三
鷹
跨
線
人
道
橋
調
査
の

実
施
、
市
民
参
加
の
拠
点
整
備

な
ど
、
基
本
構
想
が
掲
げ
る 

「
人
間
の
あ
す
へ
の
ま
ち
」の
実

現
に
向
け
て
、「
高
環
境
・
高

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。一
方
、当
該

決
算
年
度
に
お
い
て
は
経
常
収

支
比
率
が
９1
・
５
％
と
な
り
、

第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画
（
第

２
次
改
定
）
で
は
「
概
ね
８0
％

台
を
維
持
（
特
殊
要
因
に
よ
る

場
合
に
あ
っ
て
も
９0
％
台
前
半

に
抑
制
）」
を
財
政
目
標
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
９0
％
を
超
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
鷹
駅
南

口
中
央
通
り
東
地
区
再
開
発
事

業
な
ど
の
大
型
事
業
に
加
え
、

老
朽
化
が
進
み
、
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
る
多
く
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
も
並
行
し
て
対
応
が

求
め
ら
れ
、
今
後
も
予
断
を
許

さ
な
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な

行
財
政
改
革
の
推
進
や
事
務
事

業
の
再
点
検
な
ど
に
よ
り
、
引

き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
委
員

会
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
つ
つ
、
令
和
３
年
度
に
お

け
る
予
算
執
行
と
そ
の
行
政
効

果
等
に
つ
い
て
、
鋭
意
審
査
を

進
め
た
結
果
、
本
決
算
議
案
に

つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
を
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

一　

般　

会　

計
〔
歳　

入
〕

１　

国
か
ら
の
各
種
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税

の
交
付
・
不
交
付
に
か
か
わ
ら

ず
補
助
す
る
よ
う
、
国
に
対
し

て
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。
ま

た
、
東
京
都
市
町
村
総
合
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
経
営
努
力
を

し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
、
東
京
都
に

対
し
て
引
き
続
き
強
く
働
き
か

け
る
こ
と
。

２　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て
は
、
普
通
地
方
交
付
税
不

交
付
団
体
が
受
け
て
い
る
制
度

上
の
不
利
益
を
見
直
す
よ
う
に

国
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

一　

般　

会　

計
〔
歳　

出
〕

▽
総
務
費

１　

適
正
事
務
管
理
制
度
（
内

部
統
制
制
度
）
に
つ
い
て
は
、

着
実
な
制
度
運
用
に
努
め
る
こ

と
に
よ
り
適
正
な
事
務
執
行
を

確
保
し
、
市
民
か
ら
の
信
頼
確

保
と
満
足
度
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
。

２　

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
効

果
的
な
Ｐ
Ｒ
や
体
験
型
も
含
め

た
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

３　

安
定
し
た
財
政
基
盤
を
構

築
す
る
た
め
、
徹
底
的
な
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組

み
、
も
っ
て
今
後
予
測
さ
れ
る

財
政
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
財

務
体
質
の
強
化
に
努
め
る
こ

と
。

▽
土
木
費

１　
「
三
鷹
駅
前
再
開
発
に
関

す
る
基
本
プ
ラ
ン
（
仮
称
）」

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
権
者

等
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
調
整

に
鋭
意
努
力
し
、
区
域
内
の
建

物
の
老
朽
化
に
鑑
み
、
防
災
上

の
観
点
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

▽
教
育
費

１　

学
校
３
部
制
に
つ
い
て

は
、
地
域
に
広
く
開
か
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
や
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
資
す
る
取
組
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
校
関

係
者
を
は
じ
め
保
護
者
・
市
民

の
十
分
な
理
解
を
得
て
進
め
る

こ
と
。

【
決
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
渥
美　

典
尚
○
大
倉
あ
き
子

　

小
幡　

和
仁　

野
村　

羊
子

　

後
藤　

貴
光　

伊
藤　

俊
明

　

紫
野
あ
す
か

　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

令
和
４
年
７
月
～
９
月

審
査
報
告
（
要
旨
）

附
　
帯
　
意
　
見

附
　
帯
　
意
　
見

令
和
３
年
度
決
算

令
和
３
年
度
決
算

審
査
報
告
の
概
要

審
査
報
告
の
概
要

　審査に付された一般
会計をはじめ、各特
別会計の歳入歳出決算
書、歳入歳出決算事項
別明細書、実質収支に
関する調書、財産に関
する調書及び各基金の

運用状況を示す書類、下水道事業会計の決算書及び
決算附属書類は、重要な点において、法令に適合し、
かつ正確であると認められた。
　厳しい財政状況下にあって、各部における主体的
な経営努力により限られた財源を有効に活用し、計
画した諸事業を実施してきたこと、地方公営企業法
適用２年目となった下水道事業運営についておおむ
ね適正に行われていることを評価する。健全な自治
体経営を推進し、「明日のまち三鷹」の実現を願う。

監 査 委 員 の 意 見

吉野監査委員
（議会選出）

河並代表
監査委員

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

厚
生
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

対
策
特
別
委
員
会

調
布
飛
行
場
周
辺
利
用
及
び

調
布
飛
行
場
周
辺
利
用
及
び

安
全
対
策
特
別
委
員
会

安
全
対
策
特
別
委
員
会

三
鷹
駅
前
再
開
発
及
び
市
庁
舎
等

三
鷹
駅
前
再
開
発
及
び
市
庁
舎
等

調
査
検
討
特
別
委
員
会

調
査
検
討
特
別
委
員
会

国
立
天
文
台
周
辺
地
域

国
立
天
文
台
周
辺
地
域

ま
ち
づ
く
り
検
討
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
検
討
特
別
委
員
会

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

三
鷹
市
議
会
で
は
、
目
の
不
自
由
な
市
民
の
方
を
対
象
に
、

本
紙
の
内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
及
び
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
に
録

音
し
た
「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
に
は
、
ご
自
宅
に
郵
送
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
知
り
合
い
で
希
望
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
議
会
事
務
局
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。


